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19世紀後半，産業革命の成果を発表する機会，あるいは国威発揚の場として欧米各国において開
催された万国博覧会。日本における博物館の設立は，この万国博覧会への参加と密接な関係をもって
進められた。そのため，こうした万国博覧会への参加が，日本の博物館の制度や思想，収蔵品の収集
など，様々な面で大きな影響を与えていると考えられる。
一方，維新後まもない時期にあった日本にとって，こうした万国博覧会への参加は西欧社会に対し
て直に自らを晒すことのできる貴重な機会でもあった。ゆえに，その万国博覧会への参加意図には日
本側が対外的にどのような思惑をもって臨んだのかが色濃く表れているものと考えられる。このこと
は，日本の博物館設立期におこなわれた万国博覧会のひとつである 1878年パリ万国博覧会（以下，
1878年パリ万博）もその例外ではないだろう。
ところで，1878年パリ万博では，日本側はいくつかの欧文の出版物を編集，出版，展示している。
万博に際して日本側が自ら作成したこのような出版物には，日本側がどのような日本像を西欧社会
に対して示そうとしたのかという意図が表れているはずである。1878年パリ万博の日本側の意図に
つては，すでに拙稿「1878年パリ万国博覧会における日本－日本の出品当事者の意図と欧米側の反
応（１）」において文化交流史的視点から考察し，総裁である松方正義と事務官長・前田正名の間には
大工業の移殖と在来産業の育成という考え方の相違があったものの，佛國博覧会事務局には，国威を
示すと共に将来の販路を切り開くために日本の物を「実用品」として根付かせるということにその意
図があり，1878年パリ万博は殖産興業色の強い万博であったことを明らかにした。しかし，本稿では，
当万博への参加にあたって日本側が編集し，会場に展示，配布した出版物に着目し，具体的に検討す
ることで，その意図をさらに浮き彫りにしたい。そしてこうした意図の分析はすなわち，国内的に博
物館設立を目指していたその当事者達が，対外的にはどういう思いをもっていたのかを知ることにも
通じ，我が国の博物館成立と万博との関係を探る上での一助となり得るであろう（２）。
なお，1878年パリ万博において日本側が対外的に編纂，展示，配布した出版物は大別して，内務
省の管轄である佛國博覧会事務局によるものと，文部省によるものに分けられる。本稿ではこの二つ
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を軸に検討をすすめていきたい。
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1878年パリ万博への参加にあたって，日本政府が対外的に展示，配布のために公式に編集あるい
は作成した出版物には，先に述べたように，佛國博覧会事務局によるものと，文部省によるものとに
分けることができる。そして，1878年という年は，日本における博物館設立の歴史において，博覧
会事務局をかかえる内務省系の博物館（後に東京国立博物館）と，文部省系の博物館（後に東京国立
科学博物館）に分化した時期と重なることは興味深い。本章では，まず，背景として国内への博物館
設立をめぐる内務省，文部省，両省の関係について言及し，さらに 1878年パリ万博における佛國博
覧会事務局と文部省の参加について概観していきたい。
??????????????????????????
我が国の博物館成立の歴史において，1878年前後はいささか複雑な状況にある。まず，その流れ
を内務省と文部省の関係を軸にして万国博覧会との関係部分を中心に整理しておきたい。
前身である大学が廃止され，文部省が設置されたのは 1871年 7月のことである。その後，物産局
を設けていた大学南校や大学東校を文部省直轄とし，9月には文部省に博物局を設置して湯島聖堂大
成殿を博物館とした。
そのような中，日本は，明治政府になってはじめて 1873年のウィーン万国博覧会に参加すること
を決める。この万博参加の準備室として，まず太政官正院直属の「博覧会事務局」を設置した。そし
て 1872年 1月には太政官正院直属の臨時機関として「澳国博覧会事務局」を設置し，内史，外務省，
大蔵省，工部省から博覧会掛として職員が派遣され，文部省からは博物局の職員が出向した（３）。こ
の「澳国博覧会事務局」設置の際，太政官と文部省の間では，万国博覧会参加準備のために文部省の
博物館，書籍館，小石川薬園などを万国博覧会が終了するまでの間，博覧会事務局に貸し出し，終了
したら文部省に返すという約束（４）がなされ，事実上，文部省の博物館は博覧会事務局に併合される
こととなった。1873年 3月には「澳国博覧会事務局」は太政官外史の「博覧会事務局博物館」となり，
「政府の殖産興業政策の一端を担う内国勧業博覧会を開催するための事務局（５）」となった。
ところが，太政官は 1875年 1月に「澳国博覧会事務局」廃止が決まると同時に文部省との約束を
反故にしようとしたため，これに文部大輔田中不二麿が激しい抗議をした。その背景には，博覧会事
務局が殖産興業の中で国威の象徴としての博物館設立を目指す一方で，田中は，「博物館の社会的役
割についていわば，博物館の民益を強調する立場をとり，文部省の博物館や書籍館は，国民が自由に
使えるような環境の中で生かされるべきであって，今後とも，国は，国民の学校教育や社会教育のた
めに役立つ施設として育てていくべきだ（６）」と考えていたという背景があった。
結局，1873年 11月に内務省が新たに設置されて大久保利通が内務卿に就任すると，殖産興業，勧
業行政が内務省に移管されて勧業寮（７）が誕生し，1875年 3月，博覧会事務局は内務省の「博物館」
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となったが，この内務省移管の直前の 1875年 2月に，約束どおり小石川薬園と，湯島の文部省の博
物館や書籍館などの施設のみを文部省にもどすこととなった。（８）
そして 1876年 2月 24日，太政官は各院省使府県に「自今，内務省所轄ノ博物館ノミ単に博物館ト
称シ，其他各庁ニ於テ設置ノ分ハ地名又ハ他ノ文字を加へ，何博物館ト称スベク此旨相達候事」とい
う通達を出し，内務省の博物館以外の博物館は「博物館」と称することができなくなったため，文部
省の博物館は「東京博物館」（1877年に「教育博物館」，1881年に「東京教育博物館」）と称すること
となった（９）。
以上，1878年前後の博物館をめぐる動きをたどっていくと，本稿で取り上げる 1878年パリ万博が
開催される時期は，内務省の博物館は殖産興業のための博物館，文部省の博物館は学校教育を支える
ための博物館という異なる性格を持った施設としての開設を目指しはじめた時期であり，内務省と文
部省の間には，その方針をめぐって微妙な溝があったことがわかる。
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日本は万博への参加を決定すると，佛國博覧会事務局を設置し，内務卿大久保利通を博覧会事務総
裁に，大蔵卿兼内務省勧農局長であった松方正義を副総裁とし，総計 23名を現地の佛國博覧会事務
局員として任命している。そのうち副総裁の松方正義，事務官の前田正名，石原豐貫，久保弘道，御
用取扱の平山成信，谷謹一郎，諏訪秀三郎，成島謙吉，兼松直稠，三田俈，大橋靖，河原徳立の 12
名が日本からパリへ派遣した者で，残りの 11名の内訳は佛國公使館在勤の者 4名とフランスに在国
の者 7名であった。総裁の大久保利通は内務卿，副総裁の松方正義は内務省観農局長，事務局員のう
ち，前田，石原，久保，成嶋，兼松，三田，大橋，河原の 8名は内務省の関係者であったことは留意
すべきことである。なお，フランス現地に彼等が到着してからは，外国に対しての事務の関係上，松
方正義は総裁を名乗り，また，鮫島尚信が総裁心得に，前田正名が事務官長に任命されている（10）。「こ
うした博覧会事務局」関係者は，50名を超える日本代表団一行として，1878年 2月 11日，Tanais
号で横浜港を出帆，香港で乗船を変え，3月 27日にマルセイユに到着し，その後 3月 29日にはパリ
へと到着している（11）。
パリに到着した彼らは，在巴里府事務局として日本政府が借り受けたパリ市内（15 avenue 
Matignon）の一家を，1階を事務所，2階と 3階の部屋を副総裁以下，諸委員の私室として滞在した。
博覧会開場後は，シャンドマルスの日本の展示場の片隅に詰め所を設け，事務官長と出品科委員は半
日ごとに会場に行き，出品人の監督や観客に物品の解説をするなどをし，また副総裁も時々会場を巡
回するなどの活動を行ったようである（12）。
一方，こうした佛國博覧会事務局関係者の他に，この万博参加に際して，文部省からは，九鬼隆一
と手島精一，中川元が派遣されている。九鬼隆一は，当時，文部省大書記官（13）であり，後に帝国博
物館の創設に尽力し，初代帝国博物館総長となった人物であり，この万博には出品監督と教育調査
を目的として派遣され，教育部門の審査官も務めている（14）。また，その九鬼に随行した手島精一は，
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すでに 1876年のフィラデルフィア万国博覧会にも派遣された経験があり，1877年には教育博物館補
となっていた人物であり，万博参加の後，1881年に東京教育博物館長となり，さらに東京職工学校
の創設に尽力するなど工業教育にも貢献した人物である。なお，東京外国語画学校の教師であった中
川元は，本務は「師範制度取調」として文部省から欧州留学を予定していた者であったが，フランス
語が堪能だったことから，万博に際して九鬼隆一の手助けと通訳を務め，万博の後に留学したようで
ある（15）。
このような文部省からの派遣団は，この万博開催の 2年前にあたる 1876年のフィラデルフィア万国
博覧会にも行われている。この派遣団に派遣された 5名には，文部大輔であった田中不二麻呂のほか，
前述のとおり，1878年パリ万博にも派遣される手島精一も含まれていた（16）。この万博では教育の国
際会議が開かれ，彼らはこうした会議への出席や講演を行ったほか，博覧会会場での教育出品の準備，
見学者への説明，各国の教育事情の調査，アメリカ各地とカナダの教育視察などを行っている（17）。
では，1878年パリ万博に派遣された派遣団はどのような目的をもっていたのか。この点について，
残されている彼らの行動の記録を基にたどると，次の三点の活動を行ったとわかる（18）。
一つ目は，教育部門の展示会場での解説である。九鬼隆一による報告として掲載された『教育雑
誌　第八十六號』（1878年）の「佛國大學博士大學助教大學區名譽監督アンリヨ氏ノ教育新聞紙抄譯」
に記述によると，「文部省ノ委員一週ニ四日此部ニ出張シテ諸人ノ尋問ニ答辯」していたようであり，
「此部ノ出品ヲ蒐集シ且ツ之ヲ整頓セル九鬼隆一君其他東京教育博物館副長手島精一君及ヒ文部省屬
官中川元君ノ三氏ニ對シ予輩公然萬謝スル所アリ」と記されている。万博が開場すると，日本の展示
会場では博覧会事務局員が訪れた人々の日本の展示に関する質問に答えていたのが，教育部門におい
ては，文部省から派遣された彼らが会場に出向いていたようなのである。
二つ目は欧州教育調査である。『佛蘭西巴里府萬國大博覽會報告書　第二編日本部』の記録によれ
ば，そもそも九鬼隆一のフランス派遣に関しては，パリ万博の出品監督の他に，教育調査を行うこと
が求められていた。実際，後に九鬼隆一が『中川元先生記念録』に寄稿した文章の中に，中川元を伴っ
てフランスの高等師範学校を訪れた時のエピソードが紹介されている（19）。また，手島精一の記録（20）
によれば，少なくとも二度，フランス国外へ視察にも向かっている。それによれば，5月 1日にパリ
万博が開場した後，万博の会期中にもかかわらず，8月 2日に「敎育品購求，學事巡視（21）」のため，
パリを発ってロンドンに，19日には「英國「リバプール」府博物館巡視」のためにリバプールに赴
いている。また，9月 16日にも「歐洲大陸學事巡視，及，敎育品購求」のため，パリからブラッセ
ルに向かい，「ブルス」氏の紹介で，「同府學校を巡視」し，ベルリン，フランクフルト，ストラスブ
ルグを経由してパリへ戻っている。
そして 3つ目の活動は，教育会議への参加である，1878年のパリ万博の会期中には著作権保護や
衛生など多岐にわたる国際会議が開かれたが，これらの一つとして教育分野に関する会議も行われて
いる。この教育会議は 1851年のロンドン万国博覧会以降，万国博覧会の開催に際して行われてきた
ものである（22）。『教育雑誌』の第七十八号と第七十九号（ともに 1878年）には九鬼隆一による報告
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として「巴里府萬國博覧會教育會議問題」と題した記事が掲載されており，こうした教育会議への参
加も行っていたことが窺い知れる。
つまり，文部省の派遣団は，フィラデルフィア万博の際と同様，佛國博覧会事務局とは別に，会場
での展示解説，教育事情の調査，教育会議への参加などの活動を行っていたのである。
では，出品の面においては，どのようであったのだろうか。1878年パリ万博の会場はシャンドマ
ルスとトロカデロの二つの会場そして，トロカデロの斜面からシャンドマルスの会場に至る間に配さ
れた，各国風の建築物や庭園を建造する実演展示会場の三つに分けられていた。
そのうち，日本からの出品物のほとんどが展示されたのはシャンドマルスの展示場である。日本の
シャンドマルスの展示場は，本館のほぼ中央に位置し，右脇は中国，左脇はイタリアの展示場という
場所にあり，日本はけやきでできた「國風」の門を建造し，門の左側の壁には，人口，都府，海港，
及び幅員などと共に日本全国の略図が描かれ，右側の壁には皇居，官省，学校，病院，公園などを示
した東京の略図が描いた。博覧会の展示区分に沿って日本の博覧会事務局が中心となって準備した日
本の物品を展示した。そして，文部省による第二大区の教育部門の展示（23）もここに含まれていたこ
とが，九鬼隆一の報告として『教育雑誌　第八十六號』に掲載された「佛國大學博士大學助教大學區
名譽監督アンリヨ氏ノ教育新聞紙抄譯」や万博に際して発行された週刊新聞である“L’EXPOSITION 
DE PARIS”などの記事からわかる。1873年ウィーン万博以降，万博では教育部門が独立した部門と
して設けられ，各国展示場の他に独立した教育展示場が設けられるもようになっていた。しかしなが
ら，1878年パリ万博においては，日本の一つの展示として，各国展示場に展示された。つまり，文
部省からの出品物は，佛國博覧会事務局がまとめる「日本の出品物」の一つとして，対外的には展示
されていたものと言える。
このように，対外的には佛國博覧会事務局と文部省は同じ「日本」として発信していたが，その内
実は内務省と文部省の二重構造になっており，文部省は 1878年パリ万博においても 1876年フィラデ
ルフィア万博と同様に派遣団を送り，人員体制の面でも要職である文部大書記官の九鬼を派遣するな
ど，1878年パリ万博にも引き続き強く関与しようとした姿勢が感じ取れる。
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先に述べたように，日本は 1878年パリ万博への参加に際して，いくつかの冊子を編集，出版，あ
るいは展示している。そしてこれらの冊子も，その冊子の作成者で分類すると，佛國博覧会事務局に
よるものと文部省によるものとに分けることができるが，本章では先ず，佛國博覧会事務局が関わっ
た出版物について，具体的にみていきたい。
①．‘GÉOGRAPHIE ET HISTOIRE DU JAPON’
これは，日本の歴史と地勢をフランス語でまとめたものであり，日本の博覧会ガイドブック“LE 
JAPON À L’EXPOSITION UNIVERSELLE DE 1878”の中の“”PREMIÉRE PARTIE”　159p.24cm.と
して出版された冊子である。すべて仏文で書かれており，表紙には，発行者として‘COMMISION 
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IMPÉRIALE DU JAPON’（日本博覧会事務局）との文字と，佛國博覧会事務局の所在地である
‘15 AVENUE DE MATIGNON’との住所が記されている。
『佛蘭西巴里萬國博覧會報告書　第二篇　日本部』によれば，通篇八冊のうち第一冊は日本全国の
地誌を略述し，「五畿七道の計画，高山，大川の形勢等」が述べられ，第二冊以下には「神武天皇即
位以来今上天皇明治十年即ち紀元二五三七年間，歴代の盛衰の沿革など」が述べられている物を，事
務官員平山成信が仏文に訳し，博覧会開場中に総勢 2500部を印刷した。そしてこれらはフランスの
博覧会事務局や各国事務官，日本の事務局員の知人や希望者に贈呈したほか，万国博覧会の会場でも
販売されたようである。
このうち，歴史の部分は，パリ万博出品のために 1877年に太政官修史館が編纂した『日本史略』
を仏訳したものであると考えられ，1890年に帝国大学の学生のための教科書として発刊された『稿本　
國史眼』七冊（重野安繹・久米邦武・星野恒編　大成館，1901年に改定一冊　史学会）の元になっ
たものである（24）。なお，この『日本史略』は，佛國博覧会事務局による出品目録（25）によれば，太政
官からの出品として第二大区の第九小区に出品されており，准金賞状を受賞している。
この冊子を作成したことについて，事務総裁であった松方正義は自叙伝の中で次のように述べて
いる。
「未タ東京ニ在ルヤ謂ヘラク今次ノ博覧會ハ我日本ヲ世界ニ紹介スルノ絶好機會ナルヲ以テ工藝
其他ノ出品以外更ニ我國ノ歴史ヲ一般外人ニ知ラシムルノ必要アリト即チ文部省修史局に就キテ
國史ノ大要ニ関スル資料需メ之ヲ携ヘテ佛國ニ赴ク既ニシテ其巴里ニ到着スルヤ直チニ佛文ニ翻
譯シテ印行使以テ一般ニ紹介セラレタリ他日國史眼ト題シ我國ニオイテ出版シタルモノハ即チ此
資料ナリキ而シテ當時欧州諸國民カ日本ヲ諒解セサルコト前記ノ如クシテ是レ實ニ候豫期セラレ
サル所ナリシト雖モ此ノ日本歴史ノ紹介計畫カ恰モ之レアルヲ豫期シタリシカ如ク最モ適切ナリ
シハ洵ニ周到ナル用意ノ然ラシメタルニ外ナラス」
（『松方正義関係文書　第 1巻』所収 p383）
また，この冊子の冒頭にある松方正義の署名のある仏文の「序文」にも次のようにある。
“Le développement de plus en plus grand des relation diplomatiques et commerciales entre 
l’Empire du Japon et les nations des deux continents font désirer plus que jamais la publication 
d’un ouvrage permettant aux étrangers de se faire une idée exacte de sa géographie et de son 
histoire. C’est pour répondre à ce désir,sinon entièrement, du moins dans une certaine mesure, 
que le Shushikuwan a composé, à l’occasion de l’Exposition Universelle de 1878, l’ouvrage intitulé: 
Géographie et Histoire de l’Empire du Japon, que nous livrons aujourd’hui à la publicité. Cette 
publication, quoique courte,contient de nombreux renseignements utiles et surtout authentiques, 
et nous espérons qu’elle pourra intéresser les visiteurs de la section japonaise,qui,après avoir vu les 
objets exposés, désireraient étudier le pays exposant.”
(‘PRÉFACE’ “LE JAPON À L’EXPOSITION UNIVERSELLE DE 1878” Vol.1)
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つまり，これらの冊子作成の目的は，日本の地理や歴史についての「確かな情報」を発信すること
にあった。外交や経済など，関係が深まる欧米社会に対して，将来を見据え，こうした具体的な情報
を出版物という形で発信することで「日本」を「諒解」させようとする意図が博覧会事務局側にはあっ
たことがわかる。
②．“LE JAPON À L’EXPOSITION UNIVERSELLE 1878”
この冊子は前述の日本の博覧会ガイドブック“LE JAPON À L’EXPOSITION UNIVERSELLE 
DE 1878”の“DEUXIÉME PARTIE” 187p.24cm. である。表紙には‘ART－ÉDUCATION ET 
ENSEIGNEMENT－ INDUSTRIE PRODUCTIONS－AGRICULTURE ET HORTICULTURE’と記さ
れており，博覧会事務局の報告書によれば，それは「出品解説（26）」という位置づけであったようで
ある。内容は，1878年パリ万博の出品区分に沿った順番でその分野の国内事情等について解説して
いる。
この冊子の冒頭には事務総裁である松方正義の署名で序文があるが，この冊子の目的について次の
ように記している。
‘Le but des auteurs a été de faire connaître les principaux produits du Japon sous leurs différentes 
formes. Aussi espérent-ils que le lecture, en parcourant l’ouvrage, pourra se faire une idée assez 
exacte de ces divers produits, ainsi que des usages auxquels ils sont employés.
(‘PRÉFACE’ “LE JAPON À L’EXPOSITION UNIVERSELLE DE 1878” Vol.2）
ここからは，使い方など，出品物についての正確な情報を伝えることがそこの冊子の目的であった
ことがわかる。つまり，前述した‘GÉOGRAPHIE ET HISTOIRE DU JAPON’と同様，対外的に具
体的な情報を示すことによって「日本」を理解させたい，という意図をもって作成されたものであっ
たといえる。
③．“CATALOGUE DE LA SECTION JAPONAISE”
“CATALOGUE DE LA SECTION JAPONAISE”　47p.24cm.は，日本の出品目録である。表紙には欧
文の表題のほかに，縦書きで「千八百七十八年」「巴里府大博覧會」，横書きで「日本出品目録」と書
かれている。出版は‘LA COMMISSION IMPÉRIALE’（博覧会事務局）となっており，‘15 AVENUE 
MATIGNON’という博覧会事務局の住所が記載されている。内容は，冒頭から，1878年パリ万博に
おける展示区分に従い，仏文で出品者名とその出品者の仏語での補足，出品物の名称が記された出品
リストになっている。最後にアルファベット順で並べられた出品者名から，書中の出品箇所が検索で
きる索引が添付されている。
この目録の内容は，万博終了後に博覧会事務局が作成した『明治 11年佛國博覧會出品目録』とは，
展示区分における出品物の出品箇所に相違がある部分もある。これは博覧会開場前に用意したため実
際の出品箇所との相違ができたものと思われる。この冊子は佛國博覧会事務局が日本の出品の全体像
を伝えるという目的でに作成されたと考えられる（27）。
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1878年パリ万博では，先に述べたように，佛國博覧会事務局とは別に，文部省独自の派遣団が派
遣されている。そして，出版物の面においても，文部省は独自に下記の二つの冊子を編集，出版，展
示している。以下，具体的に紹介していきたい。
①“AN OUTLINE HISTORY OF JAPANESE EDUCATION”
1878年パリ万博の文部省による出版物の一つに英文の“AN OUTLINE HISTORY OF JAPANESE 
EDUCATION, LITERATURE AND ARTS” 194p.20cm.がある。この冊子の表紙には横書きで‘Japanese 
Education’と大きく書かれ，さらに縦書きで大きく「日本教育」と記されている。そして，表題
には‘PREPARED BY THE MOMBUSHO (Department of Education) FOR THE PHILADELPHIA 
INTERNATIONAL EXHIBIYION 1876, REPRINTED FOR THE PARIS EXPOSITION 1878’とある。つ
まり，2年前のフィラデルフィア万国博覧会の際に出版されたものを 1878年パリ万博のために再印
刷したものである。
前述のように，フィラデルフィア万国博覧会の際にも文部省は派遣団を送り，積極的に万博に関
わっていたが，その際にも英文の“AN OUTLINE HISTORY OF JAPANESE EDUCATION”を出版し
ている。これは，日本の教育通史，日本の文字，文学，和歌，儒学，絵画，薬学，文具などについ
て記したものである（28）。この“AN OUTLINE HISTORY OF JAPANESE EDUCATION”については
1877年に文部省によって日本語版である『日本教育史略』（29）が出版され，その後，師範学校の教育
史の教科書として幾度か復刻出版された（30）。
1876年版と 1878年版は，目次の比較においては相違がなく，内容に大きな変更はなかったものと
思われる。そして，この日本版である『教育史略』は，1878年パリ万博の日本の展示品の一つとし
て出品されたようである（31）。前述の佛國博覧会事務局による出品目録や後述の文部省による出品目
録にはその記載は確認できないが，先述の“LE JAPON À L’EXPOSITION UNIVERSELLE DE 1878”
の”DEUXIÉME PARTIE”の出品解説の中に「ÈDUCATION ET ENSEIGNEMENT」という項目が
あり，13ページに渡る日本の教育の概略史が収められており，その冒頭に次のようにある。
Les rapports annuels de ce ministère, ainsi qu’un livre intitulé Nippon Kioiku Shiraku,faisant partie 
des objets exposé, donnent tous les details intéresants sur ce sujet:nous les laisserons donc parler 
eux-même, et nous nous contenterons de faire l’historique abrégé de l’enseignement public au 
Japon et d’en faire connaîtrel’etat actuel.
つまり，出品物の中に日本の公教育の概略史を知ることのできるものとして『日本教育史略』が出品
されていたことが確認できる。また，この冊子を特に強調して，佛國博覧会事務局が作成した出品解
説の中で紹介されているということも興味深い。これらのことから，出品を通して対外的に具体的な
情報を発信しようとする姿勢が読み取れる。
②  “CATALOGUE  DES  OBJETS  ENVOYÈS A L’EXPOSITION UNIVERSELLE  DE  PARIS （MAI 
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1878）」
もう一つの文部省の出版物は“CATALOGUE DES OBJETS ENVOYÈS A L’EXPOSITION 
UNIVERSELLE DE PARIS (MAI 1878)”　52p.17cm.である。これは文部省 （LE Ministère de 
l’Instruction  Publique  DU JAPON）によってパリで出版された仏文の冊子で，表題は仏文で書かれる
と共に，その上部に「日本文部省出品目録」と横書きされている。その内容は，冒頭に九鬼隆一の署
名による序文が記された後，教育に関する出品物を四区分に分けてそれぞれの項目ごとにその概要を
解説し，さらに出品目録を掲載している。出品目録には，一つ一つの出品物の名称などが具体的に示
されて一覧になっている。こうした具体的な出品解説と目録を仏文で作成したことには，前述の“AN 
OUTLINE HISTORY OF JAPANESE EDUCATION”同様，対外的により正確な情報を伝えようとす
る思いが感じられる。
????
これまでみてきたように，1878年パリ万博の際に日本はいくつかの欧文の冊子を編集，出版，展
示したが，こうした出版物は，大別して，内務省の管轄下にあった佛國万国博覧会事務局によるもの
と，文部省によるものに分けることができる。そして，それらの出版物を個々にみていくと，それぞ
れの冊子が国内の状況，あるいは出品物について具体的で正確な情報を発信するという目的を持って
作成されていたことがわかる。つまり，それらの出版物を編集，出版，展示したということには，西
欧社会に対して日本の国威を示そうとする強い意志が表れていると言え，その思いは佛國万国博覧会
事務局，文部省，両者ともに同じであったことがわかる。
一方で，こうした出版物が，内務省の影響が色濃い佛國万国博覧会事務局と文部省によるもので
あったことは留意すべき点である。先述したように，当時，国内においては，内務省は殖産興業のた
めの博物館，文部省は学校教育を支えるための博物館の開設を目指していた。つまり，1878年パリ
万博への参加の背景には，内務省と文部省は博物館設立をめぐる方針の違いによる微妙な溝があっ
たのである。そしてこうした関係性が，1878年パリ万博における佛國博覧会事務局と文部省派遣団，
あるいは佛國博覧会事務局による出版物と文部省による出版物といった二重構造を生むことになった
のではないか。こうした二重構造は 1876年のフィラデルフィア万国博覧会でもみられるが，文部省
は，1878年パリ万博においても引き続き継承し，人員体制や出版物の面で独自の体制をとっていた。
すなわち，内務省と文部省という二つの省の関係を軸にみていくと，国内において博物館創設をめ
ぐって対立，分化し，内務省の博物館創設へとなっていく流れの中で，1878年パリ万博への参加に
おいて，文部省は独自の体制で参加することで強い関与の姿勢を示したと言える。このことは，1878
年パリ万博において，内務省に対しての文部省の抵抗があったこと，そして内務省が万博内で文部省
を一定の位置づけでそれを認めていたということを示唆している。こうした意味で，1878年パリ万
博への参加は，対外的には国威を示し，殖産興業色の濃い万博ではあったが，国内にも目を向けると，
その意図には博物館をめぐる内務省と文部省の理念の違いから生じる二つの意図が絡み合い，日本の
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博物館設立過程上でも，そのひとつ重要な側面となっていたと位置づけられるだろう。
日本の博物館は，1878年パリ万博の後も，東京国立博物館の前身となる博物館と，東京国立科学
博物館の前身となる教育博物館への分化の道を進めていく。本稿では，1878年パリ万博の出版物と
いう面から佛國博物館事務局と文部省の参加にみる意図について検討してきたが，今後はさらに出品
物や人物を通して 1878年パリ万博への参加が，どのように博物館設立過程に影響を与えたのかをよ
り詳細に検証していきたい。
?⑴ 『日本女子大学大学院　人間社会研究科紀要　第 10号』2004年　PP161-178
　⑵ 万国博覧会と日本の博物館設立に関する論考には，関秀夫『博物館の誕生―町田久成と東京帝室博物館』
（岩波書店　2005年），椎名仙卓『日本博物館成立史―博覧会から博物館へ』（雄山閣　2005年）などがある。
ただし，1878年パリ万博と博物館の関係に焦点をあてて論じた先行研究はない。1878年パリ万博における日
本の意図についての考察したものには，本文中に挙げた拙稿のほか，寺本敬子『パリ万国博覧会とジャポニ
スムの誕生』（思文閣出版 2017年）がある。
　⑶ 関秀夫　前掲書　P39-40
　⑷ 関秀夫　前掲書　P96
　⑸ 関秀夫　前掲書　P59
　⑹ 関秀夫　前掲書　P98
　⑺ 1877年には勧農局となる。
　⑻ 関秀夫　前掲書　P100
　⑼ 椎名仙卓　前掲書　P176
　⑽ 博覧会倶楽部編『海外博覧会本邦参同史料』第 2輯　巴里万国博覧会（審美書院 1928年）
　　 佛國博覧会事務局『佛蘭西巴里府萬國大博覽會報告書　第二篇日本部』1880年（復刻　フジミ書房　1998年）
　⑾ 手島工業教育資金団編『手島精一先生傳』（手島工業教育資金団　1929年）p29
　⑿ 佛國博覧会事務局　前掲書　「事務處分之事」
　⒀ 等級は 4等。当時，文部省 1等の文部卿は不在で，2等の大輔は田中不二麻呂であった。
　⒁ 佛國博覽會事務局　前掲書　「事務官之事」
　⒂ 富田仁『フランスに魅せられた人びと』（カルチャー出版社　1976年）pp293-295
　⒃ 他に，畠山義成，阿倍泰蔵，出浦力雄が派遣された。
　⒄ 石附実「日本教育の世界への登場―フィラデルフィア博覧会と教育」『世界と出会う日本の教育』（1992年　
教育開発研究所）
　⒅ 拙稿「1878年パリ万国博覧会と日本の教育部門への参加」『早稲田大学大学院　教育学研究紀要　別冊第
16号-2』　2008年　pp173-183
　⒆ 塚原嘉藤編「親切懇到を以て終始す」『中川元先生記念録』　（故中川先生頌徳謝恩記念資金会　1918年）
p24
　⒇ 前掲『手島精一先生傳』手島工業教育資金団編 1929年
　� 前掲『手島精一先生傳』手島工業教育資金団編 1929年
　� Paul Monroe ‘International congresses of  education’ “A cyclopedia of education ”vol3 1912 pp477-478
　� 博覧会事務局の報告書によれば，「二大區」の「敎育及ヒ其用具方法等」の部門に「一，五一二個」が文部
省から出品されている。『文部省第五年報』によると，まず万博への参加が決まると文部省は「本省并所轄學
校教育博物館及府縣其他諸會社各人民ノ編輯書製造器具等教育上緊要ナル物品ヲ採擇シテ之カ目次ヲ編纂シ
其部類ヲ區分」した。その区分は四部構成であり，第一部には「教育制度學事報告學校撮影及模形學校用器具」
を，第二部には「教科書字書教育家参考書教育雑誌新聞紙」を，第三部には「教育ニ関スル翫具幼穉園器具
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指物教授掛圖地圖地球儀理學器械博物學標本醫学器械」を，第四部には「生徒試驗答書圖畫及製作品」を出
品したようである。
　� 「侯爵松方正義卿實記」『松方正義関係文書　第 1巻』（大東文化大学東洋研究所　1979年）p383東京大学
百年史編集委員会『東京大学百年史　部局史四』1987年　pp555-556
  佛國博覧会事務局「出版物之事」『佛蘭西巴里府萬國大博覽會報告書　第二篇日本部』1880年（復刻　フ
ジミ書房　1998年）
  なお，鈴木宏宗「フィラデルフィア万国博覧会（一八七六年）参加時の日本の欧文出版物」（『近代日本の
形成と展開』巌南堂書店　1998年）の指摘によれば 1876年のフィラデルフィア万博に際して，博覧会事務
局が英文の“The empire of Japaan:brief sketch of the geography,history and constitution”を編纂，携行し，
これの日本語版『日本帝国誌略』が 1877年 9月に内国勧業博覧会事務局より刊行されている。また，これ
以前にも，1872年のウィーン万博の際にも“Notice sur l’Empire du Japon et sur sa particioatio à l’Exposition 
universelle de Viennne”という仏文の冊子を編纂，携行されたとのことである。今後，これらの冊子との内
容の相違など，成立過程に関するさらなる詳細な調査が必要であり，稿を改めたい。
　� 佛國博覧会事務局『明治 11年佛國博覧會出品目録』1880年（復刻　フジミ書房　1998年）
　� 佛國博覧会事務局　前掲書「出版物之事」
　� ただし，日本の出品全体を網羅しているものの，第二大区の教育部門の出品部分の記載と，後述する文部
省による出品目録の記載とを比較すると，この目録は具体的な詳細さに欠け，あくまでも全体像を伝える目
録であったことがわかる。
　� 鈴木宏宗　前掲書　pp404-406
　� 海後宗臣『明治文化全集　第 10巻』（日本評論社　1930年）所収
　� 海後宗臣　前掲書「日本教育史略解題」（日本評論社　1930年）pp27-30
　� 英文冊子については，出品の確認ができなかったが，フィラデルフィア万博で出品された前例を考えると，
1878年パリ万博においても出品されていたものと推察される。
????（本文および註に記したものは除く）
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